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北海道町内会連合会では、例年、道内を 4

つのブロックに分けて「町内会活動研究大会」

を実施 しています。

その うち、道東ブロックの大会は釧路管内

町内会連絡協議会が当番 となり、9月 19・ 20

日に釧路市で開催 されました。

大会プログラムの柱は次の 2つです。

1つは講演で、「復興 とコミュニティ～津波

被災からの復興」 と題 し、近畿大学の松本准

教授から、福島県いわき市薄磯区の復興過程

を見る中で、①どういう「まち」にしたいの

か、②どのように「決める」のか、③どのよ

うに「住まう」のか、④どのような「まち」

にしていくのか、という観点とから地区で話

し合う際のポイントが説明されました。

2つ 目は、①福祉活動、②防災活動、③町

内会の育成について考える分科会です。

福祉について考える分科会では、春採下町

地区連合町内会副会長で第 1曙町内会会長で

もある牧野優三さんが 「引きこもり対策 とし

てのサロン活動」 と題 し、当初始めた地区連

主催のサロン活動が会場までの坂道に難があ

つた り、内容がマンネ リ化 したことから町内

会主催に変更 し、「茶話会」の名称に改め、会

員宅の庭を借 りた りして実施 していること、

そして歩くことで健康維持や認知症予防につ

な げ よ う

と、「お庭

鑑賞会」を

立ち上げ、

年 に 5回
実 施 して

いることを紹介 しました。

大会には、道東各市町村の町内会関係者が

216人集まり、楽 しくも有意義に情報交換が

できました。

51回 目を迎えた道東都市町内会長大会

が、10月 10日 に帯広市で行われました。

この大会は、都市規模が近い01路市、帯

広市、北見市、根室市、網走市の町内会長

が集まって、町内会活動の悩みなどを共有

し、取 り組み事例を学んでいこうとい う趣

旨で実施されています。

今大会の実践事例報告では、当連町の安

藤副会長が 「町内会の原点を見つめ、防

災・減災に取 り組んでいます」 と題 して、

昨年度か ら実施 している防災研修会につ

いてその特長を紹介 しました。

他市の事例でも防災な どに取 り組んで

講演を聞く出席者



いる紹介があ り、安全 を守 る「防災」は町

内会 に とつての共通 した事業 であること

を改めて感 じま した。

なお、この大会では、例年大会決議案 を

採択 しています。今年 も次の 6′点を盛 り込

んだ決議文を採決 し、各市長に要望す るこ

ととしました。

【決議案の内容】

①健康で明るい地域社会をつ<るため、自然環境と

生活環境の整備を積極的に推進すること

②地球環境の保全と温暖化防止のため、ゴミの減量

化と資源の再利用等を積極的に推進すること

③地域において次代を担う青少年の健全育成を積

極的に推進すること

④すべての世代が思いやりの心をもち、ふれあいの

場を大切にする地域福祉活動を積極的に推進す

ること

⑤交通安全、防犯、防災意識の高揚と対策の充実を

図り、安全で安心な地域社会づくりを積極的に推

進すること

⑥北方領土返還要求運動を積極的に推進すること。

女性の集いは 10月 17日 (木)に交流プラ

ザさいわいで開催 され、各町内会の女性部

の皆 さんを中心に 43人が出席 しました。

講師は釧路市男女協働参画推進参事の前

田千加子さんでした。

前田参事は、男

性優位の社会で固

定された 「女らし

さ」「男らしさ」が

語 られる中、 「あ

なたの家庭は昔か

らの観念を捨てら

れますか ?」 とい うアンケー トに答えを求

めつつ、現状の課題について出席者に気づ

きをもたらせました。

また、 日本では夫が家事、育児にあてる

目標 時間が 2時間 30分 であるのに対 し

実態は 83分」 (0‖ 路市では 86分)であり、

「今後社会が女性の活躍を求めるにあって

は、女性が外に出ていける環境づ くりが必

要で、釧路市で も男女平等参画プランを作

成 し、色々と取 り組んでいる。皆 さんにも

是非知って欲 しい。」 と話 されま した。

くアンケートの主な質問〉

・「男は仕事、女は家庭」共感できますか?
0「女性が外で働くときは家庭に負担をかけない程度

が良い」共感できますか?
0「食事支度は女性の仕事」「雪かきなどは男性の仕

事」共感できますか?

11月 7日 (木)・ 8日 (金)に 自糠町社会福祉

センターにおいて、釧路管内町内会連絡協議

会の研修交流会が行われ、釧路管内 8市町村

から 53人 (釧路市 8人)が集まりました。

研修会では白糠高校塙校長 と自糠町地域

防災課菊原課長の講演が

ありました。

塙校長の講演では、自

糠高校と町内会の関わり

として、①学校評議会ヘ

の参加、②学校前花壇の

植栽協力、③避難司1練実施、④町内会清掃ヘ

の生徒の参加、⑤いきいき交流、などが紹介

されました。

また、地域住民が学校運営等に参画して学

校を応援する仕組みであるコミュニティス

クールの仕組みが話されました。

菊原課長の講演では、冒頭に自糠町が製作

した津波や洪水などのシミュレーションD
VDが披露され、白糠町の町に襲う津波や洪

水の恐ろしさを感じ取りました。続いて「ひ

とりの犠牲者 もださない

ために」 と題 し、皆さん

に伝えたいこととして、

①いち早く、安全に避難

して !、 ②向こう三軒両

隣、避難の際は声掛けを |、

③非常持出品の準備を !

とのアピールがありました。



を起こす背景の一つに、「一人暮 らしは淋 し

いから」「誰かに相手して欲 しかった」など

の動機が高齢被疑者に多く、専門家からこう

した犯罪の抑止には地域のつなが りが必要だ

との提言を受けたと紹介 されました。

また、朝のゴミ出し時に起きた空き巣事

件を例に、事件や事故から身を守る術を自

己研鑽 して身つけ危険を防止 してほしい、

町内会にあつてはそ うした注意喚起を日常

会話の中でしてほしいと話 されました。

11月 12日 (火)に 中村基釧路警察署長

を講師とした理事研修会が開催 されました。

中村署長は穏やかな中にも

威厳ある語 り口で語 られまし

た。また、学生時代から柔道

で鍛えた体には 「住民の安全

を守つている」とい う頼もし

さを感 じました。

わが街この街

シリーズ 86

私達丹頂地区連合町内会

は、高速道路の西インターか

ら阿寒インターにはさまれた

北斗、山花美濃、鶴丘、桜田

の4町内会で構成されています。

一つ一つの町内会は歴史のある町内会です

が、近年は離農や規模拡大により人口減少に歯

止めがかからず、現在合わせて 100戸程度に

なっていますcでも4町内会ともに、少ない人

数であつても町内にある4つの神社のお祭 りを

中心に楽しく活動に全力を挙げています。

今後は連合町内会としての形態の変化も考え

ながら4町内会が力を合わせて前に進んで行こ

うと思つてお ります。

この地域は春から初夏にかけて、写真の様な

丹頂の親子が各農家の庭先に姿を現します。

人

～自然とふれあえる雄大な地域です～

丹頂地区連合町内会 会長 内 藤 義 糸己

その姿を見ている時間は忙 しい仕事の合間の

ホットするひと時です。また、ここは旧釧路

市の 5割近くの面積を占める広い地域で、こ

の時期、日に入るのがロールラップの姿です。

来春までの牛の餌で、畑を見渡すと「よくも

この数を」と農業している者でも感心してし

まいます。

丹頂地区はこのような地区です。近くを車

で通つた時にはちょつと見ていただけるとい

いかと思います。また、野菜の直売所、卵の

自動販売機等もありますので、休みの日はど

うぞ利用してください。
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見事に積まれた□―ルラップ

購            鰈   饉黎趙趙

刑法犯

総数

内 訳

凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他

令和 元 年 10月 末 719 7 84 466 15 ，

コ 135

平成 30年 10月 末 821 8 95 517 24 9 168



市
民
憲
軍

元気で働き、明るく豊かなまちをつ くりましょう。  1.人にやさしく、心ふれあう温かいまちをつくりましょう。

きまりを守り、安全で安心な住みよいまちをつくりましょう。 1.文化を高め、命を尊ぶ平和なまちをつ くりましょう。

緑を育て、自然豊かなされいなまちをつくりましょう。 1.郷土を愛し、世界に誇れるまちをつくりましょう。

みんなでつくろう ゴミのないまち きれいなふるさと

第5回 理事会報告

第 5回理事会が 11月 12日 (火)に 開催 され

ました。協議事項は次のとお りです。

【報告事項】加入促進活動、町内会活動研修

大会、道東ブロック町内会活動研究大会、道

東都市町内会長大会、秋の自主清掃、女性の

集い、などが報告 されました。

【協議 口連絡事項】青少年健全育成大会

(11/24)、 女性部 「料理講習会」 (11/26)、

防災講演会 (17/12)、 新年交ネL会 (1/17)、 子

どt)か るた大会 (3/1)な ど事業の予定を確

認 しました。次に環境美化事業の実施報告書

の提出 (11/29締切 )。 環境美化事業活動費

交付 (12′/9か ら12/13の 間に地区連に交付c)

について事務連絡がありましたc

市連町新年交礼会のご案内

◇日時 :令和 2年 1月 17日 (金)18:00～

◇会場 :01路センチュリーキャッスルホテル

◇会費 :4,000円

◇申込 :会費を添えて、12月 26日 (木)ま で。

―除雪について5つのお願い一
～斜路市道路維持事業所からのお知らせ～

0道 路への雪出し禁止 !

② 除雪後に残った玄関・車庫前の雪の処理はご

家庭で !

③ 路上駐車はやめて<ださい |

④ 歩道上に物を置かないでください !

⑤ 深夜の除雪作業にご理解を !

除雪は皆さんのご協力がら要です。ルールを

守り、住みよいまちづ<り を進めましょう

<<事業所等か らの町内会応援宣言 >>
前回の紹介以降、次の事業所の皆さんから応援宣言
いただきました。

北海道エネルギー閉道東支店、側丸モ畑呉服店

※この欄では、「私たちは町内活動を応援します」
というアンケー トに答えていただいた団体 。事業
所等を紹介 しています。

12月 26日 (木)三役会

1月 12日 (日 )防災講演会

1月 17日 (金)新年交礼会 (12/26締 t/U)

※次回の連町通信は、12月 23日 発行です。
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